
大手容器メーカーで工場の生産設備、ユーティリティから建物まで幅広く省エネを実践。
コンサルタントに転身後、設備保全、機械設計の経験と知識を駆使すると共に、エネルギー
原単位分母の再設定等省エネ法令への対応強化、全員参加の仕組み作りにより、継続す
る省エネ活動の展開を支援している。

お申込みはコチラ ＦＡＸ： 又は https://www.tmng.co.jp

〒102-0073 東京都千代田区九段北4-1-7 九段センタービル
ＴＥＬ ： ０３－３５1２－２６０１ ＦＡＸ ： ０３－３２６２－０２７７

東京・仙台・名古屋・大阪・広島・福岡 担当：福本・市澤Techno Management Research Institute Co.,Ltd

２０５０年までに温室効果ガス排出量を実質ゼロにすると国としての目標が改めて設定されま

した。その中で省エネ法の事業者クラス分け評価制度は、今後更に注目されることが予想さ

れます。省エネ投資しているのにエネルギー原単位が改善されない、他責要因（品種構成変

化・生産量減少等）で悪化してしまうと悩んでおられる企業が多くあります。

例年７月末が提出期限となる定期報告書の作成を前に、その適正化を考えておられる企業

は必見のセミナーとなっております。是非有効にご活用ください。

日 時①：2021年4月19日(月) 8:00～24:00

②：2021年4月23日(金) 8:00～24:00

③：2021年5月10日(月) 8:00～24:00

④：2021年5月25日(火) 8:00～24:00

※配信時間内のご都合のよい時間にご視聴ください。

※いずれの開催も内容は同じです。

講演時間：約90分 配信方式：動画共有サービスVimeo

※ご入金後、視聴日までにURLを送信いたします。

受講料： 5,000円(税込・テキスト代込)

対 象： エネルギー管理統括者・企画推進者

工場長、エネルギー管理者

省エネルギー マネジメントコンサルタント 北橋 達弥

省エネ法事業者クラス分け評価 Ｂクラス転落回避 Sクラス継続

講 演 内 容 開 催 要 項

講 師 紹 介

03-3262-0277

定期報告書提出に間に合わせる

エネルギー原単位適正化

省エネ法の要求事項と結果の公表制度

分母適正化の４ステップ、６つのルール

事例①生産量では合わなくなってきた

事例②試作や試運転の影響が大きい

事例③生産量は右肩下がり、

固定エネルギーが減らない

事例④工場毎で別々に分母設定したい

事例⑤長期ライン停止による一時的影響

オンデマンド型動画配信セミナー (お好きな時間にご視聴頂けます)

貴社名 TEL       ―     ―

事業所所在地

4月19日(月)   □ □
5月10日(月)   □ □

ふりがな

お名前

窓口担当者
(請求書送付先)

所属部署 E-mail

連絡等、および当社の各種サービスに関する情報、ご案内の提供等に使用させていただきます。　　ご了承の程、よろしくお願い申し上げます。

※下記申込書にご記入の上、FAXまたは弊社HPよりお申込みください。

 

※お申込みいただいたお客様の個人情報は、最新の注意を払い管理させていただきます。ご記入いただきましたお客様の個人情報は、本セミナーに関する確認、

所属部署
役職名

E-mail

参加日時
(参加する日時に

チェックを
入れてください)

 4月23日(金)   
5月25日(火)   


